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市販の⼆流体ノズル式の噴霧乾燥装置を⽤いて，ポリビニルピロリドンや
多糖などの「⾷べられる」⾼分⼦溶液からそれらのナノファイバー状乾燥
物を調製できることを⾒出した[特願2023-136295，2024-017379]

⼆流体ノズル先端

繊維化

図 二流体ノズル式噴霧乾燥機の構成
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溶質・溶媒の組合わせ，
溶質濃度の調整により
繊維状乾燥物が⽣成

3 µm

高分子の種類・濃度に応じて粒子⇔ファイバーが得られます
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マイクロ粒子→ナノファイバーにより次の良いことがあります！

溶解試験 ②低濃度
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繊維原料：ポリビニルピロリドン
包含物質：Ibuprofen, IBP

①早く溶ける︓溶解速度および包含物質の放出速度が向上します
ナノファイバー
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微粉末試料は⽔溶液表⾯で
凝集浮遊

ナノファイバーは撹拌流に
速やかに引き込まれる

②良く溶ける︓⽔に溶けにくい物質の到達溶解濃度が上昇します
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粉末試料(~5 µm)

難⽔溶性薬剤が
⼀時的にでも

平衡溶解度を超えて溶解
繊維原料: PVP
薬剤：IBP

薬剤の⽣体利⽤性の
改善が期待できる

③安定にカプセル化︓⾹料などの揮発成分の
乾燥時における散逸を⾼度に防ぎます
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繊維原料：PVP
⾹料：cinnamaldehyde
＊繊維原料：⾹料＝２：１

繊維原料濃度の増加
→粒⼦からファイバーに遷移

ファイバー化に伴い
⾹料の包括率が再度増加
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